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Sotobori, outer moat was built as a defrnse facility of Edo castle. Its role in the city has changed since 
1868. In this study, I pay attention to black pines and cherry trees in Sotobori to clarify the quality of this 
place. 
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１． 序章 
（１）研究背景 
江戸城外濠（外濠）は、徳川氏によって 1636 年に開削
された江戸城の防御施設である。江戸城は日本で他には
見られない大規模な城郭であり、城と内外の濠を中心に
江戸がつくられた。 
明治以降、外濠は門や石垣の撤去、埋め立てが行われ
たが、赤坂門から牛込門にかけての区間は濠の形態をあ
る程度保ちながら変化してきた。2008 年には千代田区・
港区・新宿区が連携して、「史跡江戸城外堀跡保存管理
計画」を策定した。計画に記された史跡の整備・活用の
方針に、「史跡整備・活用にあたっては、まちづくりな
ども含めて広い視点から実施する」がある。まちづくり
には地域の人々の視点が欠かせない。今後の外濠のあり
方を考えるためには、過去において地域の中で外濠がど
ういった存在であったか、人々が外濠を見て何を感じて
きたのかを知る必要がある。 
外濠の景観を構成する要素の中でも、樹木は特に場所
と人との関わりを表すものの一つである。外濠は常に人
が手を加えて整備する場所であった。植栽起源、実生起
源の樹木が混在すると考えられるが、何を植えるか、残
していくかは様々な時期における人々の選択によったの
である。 
そこで、本論文では、江戸期の景観及び明治以降の景
観の変遷を、特に黒松と桜に注目しつつ分析する。 
 松は造成当初に郭内側（現在の千代田区側）土塁上に
植えられ、現在も点在している。現在外濠は桜の名所と
いわれるが、桜が多く見られるようになるのは、明治以
降であるi。こうした背景をふまえ、外濠の性質を明らか
にすると同時に、外濠において人が植えた植物が地域の
文化を形作ってきたことを示したい。 
 
（２）研究方法・論文構成 
 第 1 章では江戸期の外濠について述べる。第１節で
は、外濠と周辺の地形、土地利用をみる。さらに、古地
図や絵画を中心とする資料を用いて江戸時代の景観を示
す。第 2 節では、城の濠と植物について述べる。第 3 節
では、黒松の生態学的な特徴を述べるとともに、日本人
にとってどのような存在であるかといった精神論にも触
れる。第 4 節では「ある時期の外濠が誰によって、どう
捉えられたか。その結果、何が行われ、次にどのような
景観が出現したか」を明らかにする。 
第 2 章では明治から昭和の外濠について述べる。第 1
節では、外濠と周辺の地形、土地利用の移り変わりをみ
る。さらに、古地図や古写真を中心とする資料を用いて、
景観の変遷を示す。第 2 節では、桜の特徴を述べる。樹
木の生態学的な特徴とともに、日本人にとってどのよう
な存在であるかといった精神論にも触れる。以上を踏ま
えて、第 3 節では、「ある時期の外濠が誰によって、ど
う捉えられたか。その結果、何が行われ、次にどのよう
な景観が出現したか」を明らかにする。 
 第 3 章では、現在の景観について述べる。管理の担い
手や自治体の政策における扱いもみる。 
 
２． 第 1 章 江戸の外濠と黒松 
（１） 
１）外濠の地形と立地・江戸時代の様子 
徳川氏が城を築くまで、江戸は海に近く、街道も有す
る便利な地だったが、西に草原、東に低湿地が位置する
原野でもあった。「小さな豪族館をとりまく田舎びた風
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景」が存在していたiiとされる。 
徳川氏が江戸城と江戸の町を形成するにあたっては、
地形を活かす一方、濠の開削や大規模な埋め立ても行わ
れた。 
 
２）外濠の様子 
『上杉年譜』によれば、1637 年、外濠に「松杉苗」が
植えられたiii。また、『慶延略記』によれば 1660 年に、
『柳營日次記』によれば 1661 年にも松を植えているiv。 
江戸前期の様子を描いた「江戸京都図屏風」（右隻）
を見ると、外濠郭内側の土塁上には樹木が植えられてい
る（図 1）。城の濠における植栽の特色から考えても、構
築直後の外濠にはこの絵のように一定の間隔をおいて整
然と樹木（松が中心、一部に杉か）が植えられたと推定
してよいだろう。発掘調査vにおける分析によれば、17 世
紀代の外濠周辺は疎林だったと想定される。樹種は、近
世にマツ・スギ林へと変化した。19 世紀代には、マツの
著しい増加が見られる。江戸時代を通じて、必要に応じ
て樹木の更新がなされることはあっても、樹種に大きな
変化はなかったと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ 江戸京都図屏風（右隻） 
 
（２）城の濠の植物 
濠の形態によっては土塁にも植物が植えられた。城の
防御を目的とするものは、「蔀（しとみ）の植物」（城
内に植えられる）、「翳（かざし）の植物」（城外に植
えられる）などと呼ばれる。根が石垣を損ねないよう、
石垣の縁から少なくとも 4 メートルは離して植える必要
があったvi。 
 特に適しているとされたのは、松と杉である。松は松
明や篭城時の燃料として使うことができ、実用的であっ
た。 
 
（３）松・黒松の特徴 
『資料 日本植物文化史』によれば、一般に「松」と呼
ばれているのは、「マツ科マツ属のうち、二本の針葉が
束生する種」（黒松、赤松など）である。本論文で扱う
記録や言説の中では、これらが黒松か赤松かといった特
定がなされず、「松」として扱われることもあり、写真
のない時代では松の形をした樹木が黒松であるかどうか
の特定がほぼ不可能と思われる。そこで、本節では、ま
ず「松」について述べ、その後、外濠に特に多い黒松に
ついて述べる。なお、比較のために赤松の特徴も述べる。 
１）松 
松は、その緑の美しさと荒地でも根づく特性が賞賛さ
れた。伊藤銀月は『日本風景新論』で、日本の風景の要
素として特に重要なのが松の緑色（緑素）と桜の白色（白
素）だと述べている。志賀重昴も『日本風景論』で「松
柏科植物」が日本人の性質を表すのに最もふさわしいと
している。さらに、松の各部位は様々な場面で役立って
きた。木材として用いられるほか、根から得られる松根
油は燃料として使用された。飢饉の際には葉や樹皮を食
料にすることもあったvii。 
 
２）黒松と赤松 
黒松は常緑針葉樹で、樹高は概ね 30 メートルから 40
メートル、幹の太さは直径 1 メートルほどである。日本
では古くから主に本州・四国・九州の海岸付近に生息し
ているが、内陸部にも見られる。肥沃でない土壌や湿気
に強く、防風林・防砂林として設けられた人工林が多い。
また、海辺の美しさを描写する言葉「白砂青松」の「青
松」は特に黒松を指すviii。 
赤松は黒松と同じ常緑針葉樹で、樹高・幹の太さも黒
松とそれほど変わらない。主に本州・四国・九州の内陸
部に生息しているが、海岸にも見られる。肥沃でない土
壌に強い。湿気に対しては、黒松に比べて弱い。日光へ
の要求は強く、周辺の樹木の影響などで日当たりが悪く
なると枯れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 真田濠の黒松 
 
（４）松がつくり出した景観 
江戸城は外濠の内側に内濠を備え、さらに本丸の周囲
にも濠をめぐらせた構造だった。外濠は防衛施設として
重要ではあるが、土塀などを設けなかったことにも不思
議はない。土塀がない場合には樹木を植えるのがよく、
松は用途に適した樹木である。 
外濠は江戸城本丸などからやや距離がある。橋上・御
門を除く部分から外濠を見ても、城との関連性を感じる
要素が少なかったかもしれない。そのような中で、土塁
上に整然と並んだ松は、この場所が城の濠であることを
意識させるものだったであろう。 
また、外濠は町並みの中に連続した緑と水のある景観
を造り出した。『江戸名所図会』、『名所江戸百景』な
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どには外濠を扱った図がありこうした景観が人々に好ま
れたことが想像できる。 
 
３． 第２章 
（１）江戸から東京へ 
１）外濠の変化 
明治以降、外濠に特に大きな変化をもたらしたのは、
次の出来事である。 
①甲武鉄道、②外濠公園、③真田濠の埋め立て、④橋、
⑤水の利用、⑥国による史跡・風致地区・都市計画緑地
指定 
外濠に線路が敷かれたり公園になったりと、江戸時代
とは異なる使い方がなされたが、埋め立てによって水が
失われるなどといった変化もあった。 
２）外濠の桜 
明治以降、外濠は桜の名所となった。本論文では、特
に以下の桜に注目した。 
①弁慶橋付近の桜、②甲武鉄道（図２）、③四谷駅前
（図３）、④四谷見附橋の黒松と桜、⑤外濠公園、⑥真田
濠への植樹、⑦外堀通りへの植樹 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 甲武鉄道と線路両脇の桜（『明治・大正・昭
和東京写真大集成』より） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ 四谷駅前の桜（『明治・大正・昭和東京写真
大集成』より） 
 
（２）桜の特徴 
１）桜 
「桜」とは、「バラ科サクラ属サクラ亜種のなかに含ま
れる多数の種や変種、品種の総称」であるix。 
2）桜論・花見論 
 桜に関しては、花の歴史、文学との関係、名所案内な
ど様々な文献が存在する。桜のみが取り上げられること
もあれば『日本風景新論』のように風景論の中で論じら
れることもある。佐藤俊樹は『桜が創った「日本」』に
おいて、こうした言説を一括して「桜語り」と表現して
いる。桜が日本において常に人々と共にあった樹木であ
ることは間違いないだろう。 
「どのような桜を、どうやって鑑賞するか」といった事
柄は様々な分析が可能と思われるが、ここでは佐藤俊樹
「桜が創った『日本』」を参考に、花見における桜の数と
色彩について述べる。 
・一本桜と群桜x 
 前者は、「寺社の境内などで一本ずつ咲く桜」であり、
多くの場合、その木にまつわる伝説を思い起こしつつ観
賞する。後者は多数の桜（が多く含まれる）が並ぶ風景
のことである。群桜は、さらに、開花期が異なる種類を
並べ、長く花見ができるようにする「多品種分散型」と
一つの品種のみを植える「単品種集中型」に分類できる。
どちらも古くから存在する形である。ただ、ソメイヨシ
ノの普及以降は徐々に群桜の鑑賞が多くなっているとい
う。 
・色彩―緑との対比と一面の桜xi 
 前者は、周辺にある緑（樹木・草ともに「緑」となり
うるが、主として樹木を示すと思われる）との対照を、
後者は、視界に入るのはほぼ桜のみ、という状態を楽し
む見方である。どちらも昔から評価されてきた風景だが、
ソメイヨシノが普及するにつれて「一面の桜」を見る名
所が増加し、桜を語る上でも、緑を交えた桜への言及は
徐々に少なくなっていったとみられる。 
 
４． 第３章 
 まず、都市計画マスタープラン、景観計画マスタープ
ランをみると、東京都、千代田区、新宿区の方針に大き
な違いは見られない。 
千代田区、新宿区の都市計画マスタープランでは、外
濠の「水」と「緑」が重視されている。生物のすみかと
しての機能を保つとともに、人が水や緑に親しむ空間と
していく方針である。また、周辺の緑地とのネットワー
クも大切にしている。 
次にみた「史跡 江戸城外堀跡保存管理計画」は、外濠
についての計画であり、保存管理対象や方法をより具体
的に定めている。外濠にある様々な要素を江戸城外郭の
機能を表す「本質的価値を構成する要素」、それ以外の
「近代から現代における利用に関する諸要素」に分類して
いる。この計画では全体として江戸城遺構としての価値
を最も重視している。 
 
５． 結章 
江戸期の外濠郭内側の樹木は、松がほとんどだったと
考えられる。松はこの場にふさわしい樹木であった。 
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桜が植えられ、名所となるのは明治以降である。桜の
増加は地域の中で外濠の位置づけが変化したことの表れ
でもある。特に、昭和の植樹の状況からは、外濠が道路
として、公園としての性格を強めたことがうかがえる。
一方、江戸城の一部としての景観は徐々に失われていっ
た。 
外濠が時代とともに地域において持つ意味を変えなが
ら存在してきており、それを映し出すのが黒松と桜が中
心となってつくりだした景観である。甲武鉄道の線路敷
設の経緯や外濠公園開設時の新聞記事、現在の千代田区
や新宿区の都市計画マスタープラン、景観計画マスター
プランに見るように、城の濠としての役割を終えた後の
外濠に、人々は樹木のある状態を保ちつつ、鉄道用地を
設けたり土手を公園化したりと、都市全体の変化に合わ
せて外濠のあり方を変えた。このとき、江戸から存在し
た黒松を中心とする景観に、橋・電車・駅・公園といっ
た新たな要素の出現とともに植えられた桜が加わったの
である。 
様々な時代の風景が重なって現在の外濠がある。これ
からの外濠を考える上では、これまでに黒松や桜が人と
地域との関わりの中で景観を形成してきたということを
評価する必要がある。過去の人々が濠を公園にして新し
い価値を見出してきたように、現在においても時代に適
合した方向性を探すべきである。そのために、第 3 章で
見たような、活用方法を考えるワークショップ、キャン
ドルナイトやコンサートなどのイベント開催という形で
の提案もさらに必要だろう。水質浄化、桜の管理といっ
た関係する活動や、地域住民、周辺で働く人、学生など
を「外濠」という視点で結びつける動きも求められる。 
過去をふまえた上で、地域の将来にふさわしい景観が
つくられることを期待したい。 
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